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開催日 2020年 11月 3日（火）祝日 

実施場所 ZOOMによるオンライン開催 

受講対象者 小学 5・6年生 

参加者数 11名（当日のキャンセルあり） 

交付申請書に記

載した募集人数 
15名 

プログラムの目的 

我が国の在住外国人人口の増加から、今後の多文化共生社会を見据え、小学生の時期に多様な背景

を持つ女性とコミュニケーションをとることによって、多文化共生への感受性を育むとともに異文化理解に

つなげること、また、出産というテーマを通じて、出産に関する解剖生理学的な知識を得るとともに妊娠や

新たな命が生まれることから普遍性を知り、出産にまつわる文化儀礼などから多様性を知ることも目的と

し、実施した。 

プログラムの実施の概要 

＜工夫した点＞ 

⚫ ZOOM の使用に不安のある場合は、当日のアクセスなどがスムーズになるよう事前に一緒に練習を

行った。 

⚫ 当日使用するワークブックや妊婦体験用エプロン等のグッズを事前に郵送し、体験型になるように工

夫した。また、アクティビティを多くしたり、映像も使用したりし、集中力が途切れないようにした。 

⚫ 自己紹介の時間を設け、発言しやすい雰囲気をつくってからプログラムを開始した。 

⚫ 目の疲労を考慮し、こまめに休憩をとった。 

⚫ 6 名の在住外国人女性の講演を聞くだけではなく、おしゃべりタイムを利用した交流の時間をもち、

直接コミュニケーションをとって、疑問や異なる文化の習慣などを質問する機会を設けた。 

⚫ 未来博士号の授与式はオンラインで行い、賞状はプログラム終了後に郵送した。 

 





 

た。まれに参加者のインターネット回線が不安定なときがありプログラム中の入退室はあったが、進行に

影響はなかった。オンライン開催への参加に対する回答は、「とても参加しやすかった」（64％）「参加しや

すかった」（27％）「わからない」（9％）と、開催方法への満足度も高かった。開催地は東京であったが、関

東圏（東京、千葉、埼玉、神奈川、茨城）のほか、大阪、愛知、三重などの遠方からの参加もあって、普段

は出会うことのない参加者同士の交流の機会ともなり、オンライン開催のメリットを感じた。しかし、対面と

は異なりオンラインでは集中力の継続が困難なこともあることから、3 時間半は小学生にとって長丁場で

あったかもしれない、という意見もあった。今後のプログラム構成の工夫に生かしていきたい。 

保護者もアンケートに「とてもおもしろかった」（64％）または「おもしろかった」（36％）と回答し、「プログラ

ムの内容は非常に貴重である」という感想が多かった。具体的には「普段知りえない価値観や世界を教

えていただいたことは、子どもの心に大きく影響され、いつかどこかでこの経験が生かされると思う」「子ど

もが考えたこともなかったことを考える機会になったと思う」とプログラムへの好評のほかに、「外国人の

方の声は私たち自身も気に留めて、言葉や思いやりを子どもに伝えていきたいと思う」と、自身の学びに

もつながった、というコメントもあった。参加者からは多くの文化に触れることの楽しさだけでなく、「おもり

を付けてみて妊娠したときは大変とわかった」「赤ちゃんが生まれるのは同じだけど、生活や文化は違う

ことを学んだ」「外国人が困っているときは自分のことだと思うようにする」などのコメントもあり、プログラ

ムの目的を達成できたのではないかと思う。また、研究に興味がわきましたか？という質問には「非常に

興味がわいた」（73％）「興味がわいた」(18％)「わからない」（9％）と回答しており、今回のテーマだけでな

く研究や学問への興味関心を高めることもできた。 

本テーマは、これからの多文化共生を支援するために、小学生の時期から本プログラムのような体験を

通じて体感し、考える機会を持つことは非常に重要であるため、今後も継続してプログラムの提供を行っ

ていきたい。また「オンライン開催は参加しやすかったため今後も継続してほしい」という要望が参加者・

保護者の両者からあった。今後は対面だけではなく、オンラインとのハイブリット型の開催も考慮し、より

多くの人が参加できるような企画を検討していきたい。 

 


